
～かけがえのない自己の人生に目を開き、
たくましく自己実現していく生徒の育成～
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『何事にも負けない強い気持ち』

『立春』が過ぎ、春が待ち遠しい季節となりました。そして、３年生に
とっては、進路決定の季節となりました。１月中旬の私立高校受験に始ま
り、今月は、公立高校受検と心休まることのない日々が続いていきます。
そのような中で３年生は、授業に集中し、落ち着いた生活を送っています。

今まで努力してきた成果が発揮され、第１希望に合格することを祈ります。
しかし、受検（受験）ともなれば、その結果はすべての生徒にとって、うれしい結果とは

なりません。第２希望もあれば第３希望に進学する生徒もいます。私たちの生活において、
すべてが思い通りにいくことはむずかしいことです。進路目標実現を図っていくこの経験を
生かし、何事にも負けない強い気持ちを持った人になってほしいと願います。

『進路』を見つめて 『学校運営懇談会』

２年生は、１年後の自分を意識した進路学 １２月に実施した「学校評価アンケート」
習を進めています。いわゆる中学校卒業後の の結果を参考にして、１月３０日（木）に学
進路です。今現在、ほとんどの生徒が進学を 校運営懇談会を開催しました。
考えている現状から、高校の学習を体験する 当日は、後援会役員の皆様、各地区の主任
機会を設けました。それが、1月22日(水)に 児童委員の皆様、PTA本部役員の皆様、合計
開催した中高連携特別授業（高校出前授業） １１名の皆様にご出席いただき、本校の教育
です。 活動についてご理解をいただくとともに貴重
当日は、郡内の高校（６）、郡外の高校（３） なご意見をいただきました。

合計9校から講師の先生13人を招き、13講座 保護者の皆様からいただいたアンケートの
の授業が展開されました。生徒たちは、それ 結果と学校運営懇談会での評価委員の皆様の
ぞれ、興味関心のある講座を2つ選択し、授 ご意見を分析・検討して、令和７年度の学校
業を体験しました。 運営に役立てていきたいと考えております。
生徒たちは、それぞれの授業に関心を高く 今後も本校の教育活動に、ご理解とご協力

持ち、意欲的に取り組んでいました。 をよろしくお願いいたします。
今後、学校では、引き続き進路学習を推し

進めていきます。ご家庭でも、家族団らんの
折、「将来」について話題にしていただければ
幸いです。

◇卓球部
山武郡市カデット卓球大会
女子１４シングルス

第３位 中村 琴海（２年）
◇柔道部

ちばジュニア強化指定選手
千葉県中学校 育成指定選手

伊藤 悠己（２年）
※郡内の高校（６） ◇バドミントン部

成東高校 山武郡市１年生大会
東金高校 ＜女子＞ ＜男子＞
東金商業高校 １位 岩崎 みなみ １位 山鳥 優人
大網高校 ２位 伊藤 空奈 ２位 秋元 遥瑠
九十九里高校 ３位 山本 愛絆 ３位 山口 那由多
千葉学芸高校 ５位 行川 美玲 ４位 金子 陽奏

５位 高橋 碧
※郡外の高校（３） ※バドミントン部の上記入賞者は、県大会

長生高校 茂原樟陽高校 匝瑳高校 出場となります。




